
お疲れさまでした

３月末で以下の方が、コーディネーターを
退任されました。利用者に寄り添い、地域
のサポート活動に貢献していただきました。
ありがとうございました。
狭山市、飯島 節子さん
行田市、町田 麻希さん
さいたま市、鳴島 典子さん
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くらしサポーターは、感染防止を徹底したうえで、活動します。事前の体調確認、
マスク着用、手洗い、消毒など感染予防の基本を励行します。

コーディネーター
リレートーク（第16回）
川口市
根本 京子さん

コーディネーターになり３年が経ちまし
た。戸塚地域の皆さんが、安心して暮ら
せる手助けになるよう努めています。

また、少しずつ依頼も増えて、サポーター
さんたちとのつながりも広がっています。

ネットショッピングをする際
の登録方法がわからないの
で、教えてもらうことは出来る
かな・・・
登録方法を教えてもらう
ことが出来て助かった
わ！と喜んでいただけ
ました。 （川口市 80代）

こんなことも
依頼出来るの
かしら・・・

退院したばかりなので、階段の上り下り
がまだ大変です。体調がよくなるまでの間、
週１回のゴミ捨てや買物代行をお願いでき
ないかな・・・

近所のサポーターさんがゴミ捨て、買物
代行をサポートしています。
利用者さんはお元気になり、今後は
通院同行も利用したいということで、
とても喜んでいただけました。

（さいたま市 80代）

さいたま市
サポーター交流会

4月18日に、浦和コミュニティセンター
にて交流会が開催されました。
学習会では「よりよい人生の終い方」に
ついて学び、グループに分かれて交流を
しました。参加者からは「専門家がいる
組織だからこそできる学習会だった」
「医療生協に加入して
いてよかった」といった
感想が出されました。

2023年度はくらしサポーターを
利用するために、31名の方が

医療生協の組合員に加入しました。
ありがとうございました。

最近の事例紹介


